
TABLE OF CONTENTS 目次
1.概要
2.キャリブレーション
3.はじめに
4.インプット＆アウトプット
5.インジケータライト
6.ボイスプリセット
7.コントロール
8.二次コントロール ファンクション 
9.ノブムーブメントのレコーディングとループ
10.プリセットのセーブ
11.保証

1 | OVERVIEW 概要

Infinite Jetsはあなたの演奏の音声（ダイナミクス）をトラックキングします… 個々の音符やコードをサンプリングし、サンプリングとインフィニットサステインの2つの独
立したチャンネルを使用して新しい音として再解釈します。 4種類のサンプリングエフェクト（Blur, Synth, Glitch, Swell ）があります。

これらのエフェクトは同じコントロールシステムを共有しているにもかかわらず、それぞれ違った音の世界をクリエイトすることができます…
1つのコードから次のコードまでスムースにフェードインする壮大なアンビエントテクスチャ/ドローンサスティーン/グラニュラーループグリッチ/シンセサイザーフィル
ターサウンド/バイオリン風ファズスウェル効果/ドローン/歪みディレイ/ビブラートなどユニークな音の世界をクリエイトできます。

ペダルは2つのサンプリング・チャンネル（A＆B）を使用し、貴方の演奏によって自動的にトリガーされます。各ノートは互いの上でAttack/Sustain/Decayすることによ
り独特のハーモニー/ドローンテクスチャ効果が得られます。

各チャンネルのサンプリングは、A＆Bフットスイッチでマニュアルトリガーすることもでき、2つの別の音符またはコードを独立しながらホールドもしくはサスティンさせ



ることができます。フットスイッチはモーメンタリ、ラッチング、またはトグルモードの設定ができます。

ドライコントロールを使用してオリジナルシグナルをブレンドし、サスティンしているノートやコードの上で同時に演奏することができます。

DIMENSIONはプリセットされた各ボイスの個別のパラメータセットをコントロールします。DIMENSIONは内蔵LFO/エンベロープ・ジェネレータ/ノブムーブメントの
レコーディングすることによってもコントロールできます。
Infinite Jetsは、デジタル制御のアナログドライブ、トーン、ドライセクションを備えています。DRIVEノブのムーブメントをレコーディングしてプレイバックし、独自の
テクスチャ効果をサウンドに加えることができます。 Infinite Jetsでは、ドライブ/トーン/ドライの設定をユーザープリセットの一部としてセーブできます。
ペダルにはカスタムのユーザープリセット用の2つのセーブスロットがあります。ノブムーブメントのレコーディング/LFOの設定/その他ペダルのすべてのパラメーターは
セーブして後に呼び出すことができます。

特徴
・2つの独立したサンプリングチャンネルは、同時に2つの異なる音符やコードのインフィニットサステインを可能にします
・サンプラーはノートアタックでオートトリガー、もしくはフットスイッチでマニュアルモードトリガー
・4つの別々のエフェクトスタイル（Blur, Synth, Glitch, Swell ）
・10のプリセットバリエーション
・2つのユーザーセーブスロット
・エンベロープシェイプコントロールでサンプリングされたノートのアタック/ディケイ特性を変更
・各エフェクトスタイルに固有のパラメータをマニュピレートするためのDIMENSIONコントロール
・ノブムーブメントのレコーディングとセーブ
・ディメンションとサンプリングチャンネルの音量をコントロールするための内部LFOとエンベロープジェネレータ
・デジタル制御のアナログドライブ、トーン、ドライミックスコントロール
・アナログドライパス
・多くのコントロールにマッピング可能なエクスプレッションペダル入力
・トゥルーバイパススイッチング（エレクトロニカルリレー）

2 | CALIBRATION キャリブレーション

Infinite Jetsが正確にあなたの演奏の音声をトラッキングするためには、毎回使用する新しい楽器ごとにペダルをキャリブレーションする必要があります。数秒しかかからな
いので演奏中にすることも可能です。
BYPASSスイッチとBフットスイッチを同時に2秒間押し続けます。キャリブレーションモードに入ったことを確認するライトが表示されます。その後フットスイッチを離
します。ノートやコードを演奏するとペダルは演奏に合わせて調整されます。キャリブレーションが終了すると、キャリブレーションモード開始の確認時と同じようなライト



の動きが再び表示されます。これらの設定は次回に電源を入れるまで保持されるため、楽器の種類を切り替えるときのみにこれらのステップを実行するだけで済みます。
ペダルのセンシティビティーを下げたい場合は、キャリブレーション時にノートを強めに弾いてください。ペダルはサンプルをする前に同じような音量のノートを探します…  
逆にペダルを演奏にセンシティビティーをもっと敏感にしたい場合は、キャリブレーションを行うときに優しく演奏してください。

3 | GETTING STARTED はじめに

Infinite Jetsを使い始めるにはまず、上の説明に従ってペダルのキャリブレーションをしてください。

開始点としてコントロールを次のように設定します。

Env Shape 　Square Wave 
Env Time 　25%
Drive　0%
Dry 　0%
Dimension 　0%
Voice 　Blur / 0 

TRIGGER MODEスイッチをMONOに設定します。Infinite JetsはMono Triggerモードでは、新しいノートの演奏をキャプチャするたびに、サンプラーのチャンネルAと
Bを交互に切り替えます。これはサンプリングされた音符が一度に1つだけ鳴ることを意味します。

あなたの楽器でいくつかのノートやコードを弾いてみてください。新しいノート・アタックのたびにサンプラー・チャンネルA、またはBがトリガーされます。ENV 
SHAPEノブを使って再生されるノートの輪郭を変更します。ENV TIMEコントロールを使用して各音符のサスティン時間を変更します。

TRIGGER MODEスイッチをPOLYにしてみてください。このモードではインフィニット・ジェットはサンプラー・チャンネルAとBを交互に切り替えますが、同時に両方
のチャンネルをサスティンさせることができます。ENV SHAPEとENV TIMEの値をさまざまに組み合わせて試して、このモードでクリエイトできるサウンドの種類を確
認してください。このモードでエンベロープを短くするとノート間のオーバーラップが小さくなり、エンベロープタイムを長くするとお互いの上にノートをサスティンするこ
とができます。

TRIGGER MODEスイッチをMANUALに設定してみてください。サンプリングの各チャンネルはA＆Bフットスイッチで独立して使用できます。ノートを演奏しAフット
スイッチを踏んでそれをキャプチャします。ノートやコードは、このフットスイッチを再びタップするまで持続します。別のノートを演奏しBフットスイッチをタップして
キャプチャします。DRY コントロールを最大50％（ドライシグナルとエフェクトシグナルと同等）にして、インストゥルメントのオリジナル信号がミックスされているか
どうかを聞きます。MANUALモードを使用してサスティン音の組み合わせをいろいろ試してみてください。ENV SHAPEとENV TIMEコントロールを変更してサスティ
ン音のフェードを出入りさせて、エフェクトの激しい変わり具合をチェックしてみてください。これらのスイッチはデフォルトではトグル操作（スイッチを1回押すとオンに
なり、再び押すとオフになります）に設定されていますが、ラッチングまたはモメンタリーオペレーションに設定することもできます（セクション8を参照）。終了したら、
TRIGGER MODEをMONOに戻します。

DIMENSIONは各VOICEプリセットの異なるパラメータセットをコントロールします。DIMENSIONノブを物理的に回したり、ノブムーブメントをレコーディングしたり
ループさせたり、内部LFO（Low Frequency Oscillator）でコントロールしたりすることができます。

BLURプリセットでは、DIMENSIONはディレイタイム/フィードバック/フィルタリングの組み合わせをコントロールします。ノブを回すとディレイ・タイムが変化するた
め、ピッチ・ベンド・エフェクトが発生することがあります。このコントロールをほんの少しだけすれば微妙なコーラスやテープ・ワーブ・エフェクトをクリエイトし、激し
く幅広いコントロールのスイープではより劇的なピッチ・ベンドやディレイ・エフェクトをクリエイトできます。好きな範囲を見つけたらこのノブの動きをレコーディングし
てループすることができます。

DIMENSIONコントロールの動きをレコーディングするには、BYPASS（中央）フットスイッチを押しながらDIMENSIONノブをひねります。BYPASSフットスイッチ
から離すと、Infinite Jetsは再生を開始しこの動きをループします。レコーディングするとMODインジケータライトが赤く点灯します。レコーディングが終了すると、この
ライトがレコーディングしたモーションを再現します。再生を停止しDIMENSIONコントロールを通常の機能に戻すにはもう一度動かすだけです。このテクニックはVOICE
プリセット全体で、あなた自身の新しいバラエティーのエフェクトをクリエイトする際に利用できます。

VOICEコントロールをSYNTH Aに切り替えてみてください。なたの演奏がシンセサイザーサウンドとして再解釈され聞こえます。このモードではDIMENSIONはローパ
スフィルタのカットオフ周波数をコントロールします。ノブの動きをレコーディングする代わりに、今回は内部LFOでDIMENSIONをコントロールしてみてください。各コ
ントロールのLFOファンクションは、メインファンクションの下に赤いテキストで表示されています。A FOOTSWITCHをホールドしてこれらのパラメーターを調整しま
す。A FOOTSWITCHを押しながらDIMENSIONコントロールを回して、LFO DEPTHを上げてみてください。LFO DEPTHが0に設定されているときはLFOはオフにな
ります
。DEPTHを上げるとDIMENSIONコントロールに作用されLFOの音が聞こえ始めます。LFOのスピードを変更するにはA FOOTSWITCHを押しながらLFO FREQコント
ロールを回します。LFOの波形を変更するには、A を押しながらSHAPEコントロールを変更します。LFOをオフにするには、LFO DEPTHを0に戻します。

ENV TIMEコントロールの最も遠い端に2つの追加ファンクションマーカーがあります：
INFINITEでは、あなたが別のノートを弾くまで入ってくる音や現在のENV SHAPEの波形のREPEAT WAVEFORMをサスティンします。REPEAT WAVEFORMを使
用する場合、ENV SHAPEコントロール上の1つの波形と次の波形の間の距離がレートを設定します。

DRIVEコントロールを使用してオーバードライブをたします。DIMENSIONコントロールと同様にDRIVE コントロールの動きをレコーディングしてループすることができ
ます。これはトレモロエフェクトをクリエイトしたり、あなたのクリエイトしたサウンドに趣のあるテクスチャを追加するのに使用できます。Infinite Jetsにはトーン/マス
ターボリューム/ゲインモードを調整するための二次コントロールファンクションも含まれています（二次コントロールファンクションを参照）。

VOICEコントロールをGLITCH Aに切り替えてみてください。 このモードではDIMENSIONコントロールでペダルがキャプチャするループサンプルの再生長をコントロー
ルします。ループがフェードイン/フェードアウトする際にレコーディングされたノブムーブメントを自動化したり内部LFOで複雑なテクスチャ要素を演奏に加えることがで



きます。ペダルをPOLY TRIGGER MODEにすればループは互いに滝状になりより複雑で興味深く音楽的になります。

GLITCH B/SWELL A/SWELL Bは以下のセクションで詳述されていますが、コントロールの仕組みに多少違いがありますのでよくお読みください。

好きな音が見つかったらこれらの設定をセーブして後で呼び出すことができます。インジケータライトが点滅し始めるまでA＆Bフットスイッチを押したままにし、VOICEノ
ブをUSER AまたはUSER Bのいずれかに回し、A＆Bフットスイッチを再び押してプリセットを保存します。

Infinite Jetsは実験/創造性、そしてほぼ無制限のカスタマイズを促進するようにデザインされています。このスタートガイドがあなた自身の探検のためのジャンプポイント
として役立つことを願っております。

4 | INPUTS & OUTPUTS インプット＆アウトプット

9V POWER INPUT 
9V電源入力
2.1 mm バレルコネクタ、センターネガティブ 
200 mAミニマム

標準の9Vセンターネガティブ 2.1mm DCバレルコネクタ電源が使用できます。
最良の結果を得るには変圧器で隔離された「ウォールウォート」電源、または複数の絶縁出力を備えているペダルボードの電源をお使いください。
スイッチング電源またはデイジーチェーン接続はペダルの余計なノイズを加えることがあります。
最善の結果を得るには最低200mA以上の電源を推奨します。

EXPRESSION PEDAL INPUT 
Tip: 0-5v input
Ring: 5v output
Sleeve: 0v output 
推奨される抵抗：>10kOh 

外部のエクスプレッションペダルを使ってENV TIME/ENV SHAPE/DRIVE/DRY/DIMENSION コントロールが可能です。

エクスプレッションペダルが1/4inch  “EXP” ジャックに差し込まれているときにペダルの電源をオンにすると、インジケータライトが青色に変わります。ライトが点滅して
いる間にエクスプレッションペダルを割り当てるコントロールを動かします。

このエクスプレッションペダルの割り当ては電源を入れ直した後も維持されます。：その後のペダル使用時にこの手順をスキップするには、エクスプレッションペダルを接続
してからペダルをオンにしてください。もしくは同じ割り当てを維持するには、インジケータが点滅になっている間にコントロールノブを一切動かさないでください。

AUDIO INPUT/OUTPUT 
Input impedance: >300kOhm
Output impedance: ~1.2kOhm 
次のデバイスの推奨最小入力インピーダンス：20kOhm(instrument level input) 

5 | INDICATORLIGHTS インジケーターライツ



Sampler Channel A : サンプラーチャンネルAの出力音量を表示します。演奏を自動トリガー、またはAフットスイッチで手動トリガーすることができます。
Input Signal Indicator :楽器のシグナルの音量を示します。ノブムーブメントがレコーディングされている場合、このライトはDRIVEコントロールに適用されるオート
メーションを表示します。
Sampler Channel B : サンプラーチャンネルBの出力音量を示します。貴方の演奏、またはBフット・スイッチのいずれかでトリガーできます。
MOD : DIMENSIONコントロールの値またはDIMENSIONをコントロールするモジュレーションソースの値を表示します(LFO/レコーディングされたノブの動き/内部エンベ
ロープジェネレーター) 。

Bypass : エフェクトが使用されているかどうかを示します。水色ライトはエフェクトがオン、赤色はエフェクトがバイパスされていることを示します。ノブの動きをレコー
ディングの時はライトが青色に変わります。

6 | VOICE PRESETS ボイスプリセット 
BLUR 
これらのプリセットではノートやコードを "フリーズ"しますが、元のアタックとディケイの特性を取り除き、サンプルを新しいサウンドにリシェイプします。BLUR プリセッ
トは濁った雰囲気のあるテクスチャをクリエイトするためソロのバックグラウンドなどに便利です。

BLURプリセットを使用する場合、DIMENSIONノブはディレイタイム/フィルタリング/フィードバックの組み合わせをコントロールし、感知する音の「サイズ」と「スペー
ス」を大きく変更します。
内部LFOまたはレコーディングされたノブの動きのいずれかを使用してDIMENSIONノブを自動化すると、フランジャー、コーラス、またはビブラートの効果をクリエイト
できます。より極端な設定ではDIMENSIONコントロールを変更すると、コントロールが動いている間にピッチベンドをクリエイトしますー この動きをキャプチャして再生
すれば限りなくクリエイティブなエフェクトを使用することができます。



-1と+1のBLURプリセットは元のシグナルの1オクターブ下または上のいずれかのピッチシフトされたシグナルをミックスします。+/-1 BLURプリセットはオクターブアップ
とオクターブダウンピッチシフトした信号の両方をミックスし、劇的な雰囲気をクリエイトするために長いディレイタイムをディメンション・コントロールに追加します。

これらの全ては雰囲気のあるテクスチャ/サスティン効果/調子の悪いカセットプレーヤーサウンド/ピッチベンディングリバーブ等、無限に調整可能な音の組み合わせをクリ
エイトするための表現力豊かなツール・キットです。

SYNTH 
これらのプリセットは貴方の演奏をサンプリングし、2つの異なるシンセサウンドの1つに変換します。SYNTH AとSYNTH Bプリセットを使用する場合、DIMENSIONは
ローパスフィルターのカットオフ周波数をコントロールします。フィルターはノブの動きのレコーディングで自動化したり、内部LFOやエンベロープでコントロールすること
ができます。

SYNTH Aはあなたの演奏を堅いデジタルシンセサイザーサウンドに変換します。SYNTH Bは1980年代のシンセを思い起こさせる、空気感のある穏やかなコーラス風シン
セサイザーサウンドに変換します。

内蔵のDRIVEコントロールやローパスフィルター（DIMENSIONコントロールでアクセス可能）の組み合わせたこれらのシンセサウンドによってさまざまなシンセ・トーン
がクリエイトできます。リードサウンドとして、もしくはDRYシグナルとミックスしたときのバッキング等、いろんな方法で役立ちます。

GLITCH 
これらのプリセットは入力信号をループの断片に切り取り、2つの異なる方法で再構成します。GLITCH Aは入力された音符またはコードから短いループを作成し、ユーザは
4つのサンプル再生長のうちの1つを選択できます。GLITCH Bはランダム色の強いモードで、ノートやコードを別々のオーディオチャンクに保存し、ランダム（またはコン
トロールされた）間隔で再生することのできるモードです。どちらの場合でもこれらのプリセットでは入力オーディオをリアルタイムで操作し、貴方のサウンドをさまざまな
パターンにその場で再編成することができます。

呼び名は「Glitch」ですが実際にこれらの2つのプリセットは傷ついたCDのようなのエフェクトにだけに限定されません。たとえばPOLY TRIGGER MODEで正弦波または
ノコギリ波のエンベロープを使用すると、元のシグナルの周りに複雑にうねるテクスチャをクリエイトすることができます。より短いENV TIMEでは面白いディレイ効果を作
り出すことができます。DIMENSIONコントロールの変更を自動化すると録音された音片の再生時間をリアルタイムで変化させることで、サウンドにさらに複雑さを加える
ことができます。

GLITCH Aは入力シグナルから短いサンプル断片をキャプチャーします。新しい音符またはコードが取り込まれるたびに、ペダルはオーディオセクションから短いループの再
生を開始します。DIMENSIONはこのモードで、4つのサンプル長から再生する1つを選択します。このモードでDIMENSIONコントロールの動きをレコーディングして再生
すると、録音されたサンプルが短いサンプルと長いサンプルの間で変化するので興味深いリズミカルなテクスチャ効果が得られます。

GLITCH Bは音符やコードを短いループとして別々にサンプリングし、ランダムに選択された6つのメモリブロックの1つにストアします。このモードでのENV TIMEはペダ
ルがサンプルを録音しループする頻度をコントロールします。0％ではサンプルを録音して再生することは非常にまれにしかなく、∞ の位置では新しく入ってくるノートや
コードのたびにサンプルがトリガーされ再生します。

GLITCH BモードではDIMENSIONノブを使用してペダルのメモリーに保存された6つの音符をスクロールバックできます。サウンドを新しい組み合わせの小さなオーディ
オの断片のループに整理できます。このコントロールを自動化することで、オーディオを新しいパターンにリアルタイムで並べ替えることができます ー コントロールが自動
化されている間は、事前に録音されたオーディオのさまざまなサンプルブロックを再生します。コントロールが自動化されている間に新しいノートを演奏した場合はサンプル
ブロック内の既存のマテリアルに上書きします。このようにノートが追加されたり減されたりするにつれ、パターンは絶えず進化することができます。

GLITCH Bプリセットを使用する場合、DRYコントロールのファンクションは若干異なります。このモードでDRYを0％に設定するとサンプラーのオン/オフ時に、アウト
プットミックスがエフェクトシグナルと元のインストゥルメントシグナルを完全に切り替えます。これにより、ペダルによってキャプチャーれたループの断片がドライ・シグ
ナルを時折「中断」して、よりストライキングな効果が得られます。
DRYコントロールを15％以上にするとDRYコントロールが通常の操作に戻り、ペダルがサンプリングされているかどうかに関係なく元の信号が通過します。

GLITCH Bは他のプリセットと若干異なる動作をするため、このプリセットを使用するときはMONOとPOLYのトリガーモードに違いはありません。

このプリセットはカオス/予測不能性/興奮を音楽に取り入れることを目的としています。プリセットがクリエイトするループは一時的であるために保存することはできませ
ん。そのループをクリエイトする時に最初で最後に聞いていることになります…

SWELL 
SWELL プリセットA＆BではInfinite Jetsのダイナミクス処理を使用して演奏に劇的なボリューム効果を加えることができます。トレモロ効果をクリエイトするには、ボ
リュームスウェルをクリエイトするか、REPEAT WAVEFORMを使用します。エフェクトされたシグナルはLFO、エンベロープ、もしくはレコーディングされたノブムーブメ
ントでモジュレートされたディレイ（DIMENSIONでコントロール）に入力されます。このコントロールを自動化することで微妙なテープワープ、コーラス、ビブラートから
さらには極端なピッチシフトのフィードバック音まで幅広いサウンドをクリエイトすることができます。



SWELL Aは演奏の音声（ダイナミクス）を使用してENV SHAPEコントロールで選択可能なボリュームエンベロープをトリガーします。

SWELL Bはシグナルに波形を追加し、ヴァイオリンのようなサスティンのファズ効果や歪んだソロのトーンを可能にします。

SWELLプリセットでは演奏をキャプチャしてサンプリングしないため、このエフェクトの時にはPOLY/MONO/MANUALのTRIGGER MODEが少し異なります。POLY
モードではノートがトリガーされるたびにInfinite Jetsで選択されたENV SHAPE全体を再生し、より劇的なボリューム効果を実現します。MONOモードでは選択した
ENV SHAPEのアタック部分のみを適用した微妙なエフェクト効果なのでより速い演奏も可能にします。

他のプリセットVOICEとは異なりSWELL AとSWELL BはMANUAL TRIGGER MODEを使用するときには常にモメンタリーオペレーションに設定されます。フットス
イッチが押されるとシグナルはシグナルパスの最後に来るディレイに入ることが許されます。フットスイッチを離すとディレイにシグナルがはいらなくなります。これらを利
用してSWELLプリセットではユニークでクリエイティブなことが可能になります…　
この例を考えてみてください：DRYコントロールを50％にするとシグナルは何も変わらず通ります。しかし、フットスイッチAまたはBが押されたときにシグナルはディレイ
に入るのでノートはミックスから飛び出し突然異なる空間を占めます。フットスイッチから離すとディレイ音はユーザーの演奏している音の上を自然にしだいに消えます。

7 | CONTROLS コントロール

TRIGGER MODE SWITCH 

TRIGGER MODE スイッチにはInfinite Jetsのサンプラーをコントロールする3つの方法があります：POLY/MONO/MANUALの3つがあります。MONOとPOLYモー
ドでは貴方の演奏によってサンプラーがトリガーされます。MANUALトリガーモードはAフットスイッチとBフットスイッチでコントロールされます。

MONOトリガーモードのサンプリングは演奏によってコントロールされますが、1つの音符またはコードだけがサスティンします… 新しい各音符またはコードはその前の音
符を打ち消します。このモードは一度に1つのチャネルしかサスティンしないため、POLYトリガーモードよりも速く、より明瞭に演奏するのに役立ちます。

POLY TRIGGER MODEでInfinte JetsはサンプラーチャンネルAとBを交互に切り替えそして両方のチャンネルを同時にサスティンされます。このモードでは非常に珍しい
ハーモニーやテクスチャ効果を作り出すことができます。短いエンベロープタイムはノート間を微妙にオーバーラップさせ、長いエンベロープタイムではノートが互いに重な
り合うことができます。このようにPOLYモードでは通常の演奏では簡単には得られないハーモニーや音符の積み重ねをクリエイトすることができますが、演奏に慣れるに
はたくさんの実験が必要です。しかし、少し練習すればこのモードは本当に刺激的でユニークな音を解放することができます。



ENVELOPE SHAPE AND ENVELOPE TIME 

ENV SHAPEは各サンプラーチャンネルのアウトプットボリュームを整形するために使用される波形のタイプを選択します。ユーザーは6つの波形のいずれかを選択できま
す。このコントロールはエンベロープがトリガーされた後の波形の持続時間を決定するENV TIMEコントロールと連携して機能します。

ENV TIMEコントロールの最も遠い端に2つの追加機能マーカーが表示されています：INFINTEではあなたが別のノートを演奏するまで入ってくる音をサスティンします。
REPEAT WAVEFORMは現在のENV SHAPE 波形をループします。



REPEAT WAVEFORM を使用する場合、ENV SHAPE コントロールの1つの波形と次の波形の距離は波形が繰り返されるレートを設定します。ペダルがPOLY 
TRIGGER MODEのときサンプラー・チャンネルA＆Bのリピート波形は2つのボイスの間に交互のパターンをクリエイトするため50％オフセットに設定されています。ペダ
ルがMONO TRIGGER MODEにあるときREPEAT WAVEFORMは2つのチャンネル間で同期しています。

同様にRANDOM波形を使用する場合ENV SHAPEのRANDOM波形に割り当てられた領域内で調節してペダルが新しいランダム値を選択する頻度を設定することもできま
す。ENV TIMEは波形の全体的な持続時間をコントロールします。

GLITCH Bのプリセット音色を使用している場合、ENV TIMEは波形の持続時間をコントロールしません。むしろENV TIMEはペダルが新しいサンプルを録音してループ



する頻度を決定します：0％に設定では極まれにサンプルを記録し再生しますが、INFINITEやREPEAT WAVEFORMでは新しく入ってくる音符やコードのたびにサンプ
ルをトリガーしてプレイバックします。

VOICE 

VOICEでは4種類のサンプリングエフェクトスタイルから選ぶことができます。合計10個の個別のプリセットと2個のUSERセーブロケーションで構成されています。詳細は
ボイスプリセットを参照

DIMENSION 

DIMENSIONはプリセットされた各ボイスの異なる個別のパラメーターセットをコントロールします。DIMENSIONは内蔵LFO/エンベロープジェネレータ/ノブムーブメン
トのレコーディングの利用でもコントロールでき、それによって様々なサウンドをクリエイトできます。LFOとエンベロープジェネレーターを使ってDIMENSIONをコント
ロールする方法は （二次コントロールファンクションを参照）。

DIMENSIONコントロールの値またはDIMENSION（内蔵LFO/エンベロープジェネレータ/ノブムーブメントのレコーディング）をコントロールするモジュレーションソース
の値がMODインジケータライトに表示されます。

Preset Voice     Parameter
Blur                   Space / Feedback
Synth       　　　Lowpass Filter Cutoff
Glitch A     　　  Sample Playback Length
Glitch B             Sample Selector
Swell　　　　　  Space / Feedback

BLURまたはSWELLプリセットを使用する場合にDIMENSIONはディレイタイム/フィルタリング/フィードバックの組み合わせをコントロールし、音の知覚される「サイ
ズ」および「スペース」を大幅に変えます。内部LFOまたはノブムーブメントのレコーディングのいずれかを使用してディメンションノブを自動化するとフランジャー/コー
ラス/ビブラートエフェクトをクリエイトできます。より極端な設定ではディメンションコントロールを変更すると動作中にピッチベンド効果をクリエイトできます。この動
きをキャプチャして再生すれば奇抜でクリエイティブなエフェクト効果になります。

SYNTH AとBのプリセットを使用する場合DIMENSIONはローパスフィルターのカットオフ周波数をコントロールします。フィルターはノブムーブメントのレコーディング
や内部LFOやエンベロープのコントロールで自動化することができます。
GLITCH Aは着信シグナルから短いサンプル断片をキャプチャーします。ペダルは新しい音符またはコードが取り込まれるたびに音声の短いループ部分の再生を開始しま
す。このモードでDIMENSIONは4つのサンプル長のうちの1つを選択し再生します。このモードでDIMENSIONコントロールのムーブメントのレコーディングとプレイ
バックを行うと短いサンプルと長いサンプルの間で記録されたサンプルが変化するので面白いリズミカルなテクスチャ効果が得られます。

Glitch BモードではDIMENSIONコントロールを使ってペダルのメモリーに保存されている6つの音符をスクロールバックすることができます。まったく新しい組み合わせ
の小さなループのオーディオコンビネーションを編成します。このコントロールを自動化することでオーディオをリアルタイムで新しいパターンに並べ替えることができま
す。ーコントロールが自動化されている間は事前に録音されたオーディオのさまざまなサンプルブロックをスイープし再生します。コントロールが自動化されている間に演奏
された新しいノートは、サンプルブロック内の既存の素材に上書きします。このようにノートを加えたり減らしたりすることによってパターンは絶えず進化することができま
す。

DRIVE 

DRIVEは適用されたオーバードライブの量をコントロールします。Infinite Jetsはデジタル制御のアナログ・オーバードライブ・ステージを出力します。これはアナログ
オーバードライブでありながらもコントロールの値をユーザープリセットの一部として保存したり、ノブのムーブメントをレコーディングして自動化することができることを
意味します。
デフォルトでペダルは、アウトプットボリュームを比例的に減少させることによって、DRIVEコントロールによって導入されるゲインの量を自動的に補正します。DRIVEコ
ントロールは10倍以上のゲインを提供しますが、一定の出力レベルを維持します。この機能は起動時に異なるゲインモードを選択することで無効にすることができます。ま
た、ユーザーはデジタル制御されたアナログマスターボリュームとトーンコントロールをマニュアルでコントロールして、拡張されたカスタマイズが可能です。（二次コント
ロールファンクションを参照）

DRY 



DRYは元のインストゥルメントシグナルとエフェクトシグナルのバランスをコントロールします。これはデジタル制御のアナログ回路を使用して、ユーザーのプリセットの
一部としてアナログドライパスの設定の保存を可能にします。ノブを時計回りに回すとオリジナルのインストゥルメントシグナルが出力に増加します。50％では両方のシグ
ナルがイコールになります。75％を超えるとエフェクトシグナルのレベルが低下し始めドライシグナルにバランスがシフトします。

GLITCH Bプリセットを使用する場合、DRYコントロールの機能は若干異なります。このモードでDRYの設定が0％の状態では、出力ミックスはサンプラーのオンオフでエ
フェクトシグナルと元のインストゥルメントシグナルを完全に切り替えます。これによりペダルでキャプチャーしたルーピング・フラグメントがドライ・シグナルに時折「割
り込み」してよりストライキングなエフェクトが得られます。DRYコントロールを15％以上にすると、DRYコントロールが通常の操作に戻り、ペダルがサンプリングされ
ているかどうかに関係なく元のシグナルが通過します。

DRYコントロールを使用してアナログMASTER VOLUMEコントロールをマニュアルで調整することもできます（二次コントロールファンクションを参照）。

FOOTSWITCHES 

■ バイパスフットスイッチ / ノブムーブメントのレコーディング
センターBYPASS FOOTSWITCHをタップするとinfinite Jetsのトゥルーバイパスリレースイッチングをトグルします。
BYPASS FOOTSWITCHのホールドでDIMENSIONまたはDRIVEコントロールの動きをレコーディングしループします。「ノブレコーディング」を参照。

BYPASS FOOTSWITCH踏んだ状態で電源を入れるとペダルのゲインモードを変更することができます。（二次コントロールファンクションを参照）

■ フットスイッチ A / LFO ADJUST 
ペダルがMANUAL TRIGGER MODEのときは、Aフットスイッチを使って個々の音符をサスティンさせたり、新しい音符やコードをフェードイン/アウトさせることができ
ます。デフォルトではフットスイッチはオン/オフのトグルに設定されていますが、モーメンタリもしくはラッチ操作に設定することもできます。
（二次コントロールファンクションを参照）
FOOTSWITCH Aをホールドすると内蔵LFOのコントロールを調整したり、デジタル制御されたアナログ出力セクションの二次機能にアクセスしたりすることができます。
（二次コントロールファンクションを参照）

FOOTSWITCH Aを踏んだ状態で電源を入れるとインジケーターランプの明るさを変えることができます。
（二次コントロールファンクションを参照）

■ フットスイッチ B 
ペダルをMANUAL TRIGGER MODEにすると、フットスイッチBを使用して個々音符をサスティンさせたり、新しい音符やコードをフェードイン/アウトさせることができ
ます。デフォルトでフットスイッチはオン/オフのトグルに設定されていますが、モーメンタリおよびラッチ操作に設定することもできます。
（二次コントロールファンクションを参照）

FOOTSWITCH BをホールドしながらTRIGGER MODEスイッチの調整で、ユーザーはToggleモード/Momentaryモード/Latchingモードを切り替えることができま
す。

8 | SECONDARY CONTROL FUNCTIONS 二次コントロール ファンクション 



INTERNAL LFO (LOW-FREQUENCY OSCILLATOR)

内部LFOはDIMENSIONコントロールをモジュレーションするために使用できる連続的なスイープのコントロールシグナルを提供します。6つの波形の中から1つをこのコン
トロールシグナルに選択し、スイープするレートを設定することができます。LFOではDIMENSIONコントロールを常にベタな方法でシフトすることにより、プリセットサ
ウンドをさらに複雑にすることができます。
FOOTSWITCH A（LFO ADJUST）を押しながらDIMENSION、ENV SHAPE、またはENV TIMEコントロールを回すことでLFOのパラメーターを操作できます。二
次機能は各コントロールの下の赤いテキストで示されています。すべてのLFOパラメータは、USERプリセットの一部として保存することができます。

■ LFO DEPTH 
LFO DEPTHはLFOからDIMENSIONコントロールに適用されるモジュレーションの量をコントロールします。 0％のLFO DEPTHではLFOは "オフ"で、DIMENSIONは
ノブだけのコントロールとなります。

LFO DEPTHを増やすにはDIMENSIONコントロールを回しながらFOOTSWITCH Aを押し続けます。Depthが増加するとMODインジケータライトが通常のターコイズ
色からLFOの波形で決まる新しい色に変わります。

LFO DEPTHを設定した後FOOTSWITCH Aを離します。LFOがオンの間DIMENSIONコントロールノブを使ってLFOのオフセットを設定できます。例えばLFO 
DEPTHが20％に設定され、DIMENSIONノブが50％に動かされた場合、DIMENSIONコントロールの出力は40％から60％の間をスイングします。 Depth パラメータは
DIMENSIONコントロールが現在の位置からどちらの方向にどれだけスイングするかを指定します。

■ LFO FREQ 
LFO FREQUENCYは低周波オシレータのスイープレートをコントロールします。LFO FREQUENCYを変更するにはFOOTSWITCH Aを押しながらENV TIMEコント
ロールを回します。 ENV TIMEノブの現在の値は保持され、ユーザーがフットスイッチを離した後に再び動かすまで変わりません。

■ LFO SHAPE 
ユーザーはLFO SHAPEで内部低周波オシレータの6つの波形のいずれかを選択できます。LFO SHAPEを変更するにはFOOTSWITCH Aを押しながらENV SHAPEコン
トロールを回します。 ENV SHAPEノブの値は保持され、ユーザーがフットスイッチを離した後に再度動かすまで変わりません。

■ LFO MODE / ENVELOPE GENERATOR 
Infinite Jetsでは内部ENVELOPE GENERATORをLFOの代わりに使用してDIMENSIONコントロールを変更することもできます。ENVELOPE GENERATORはLFO
と同じ方法でDIMENSIONコントロールをコントロールしますが、連続スウィープを提供する代わりに、新しいノートがトリガーされるたびに1回だけプレイされます。



LFOとENVELOPE GENERATORを切り替えるには、FOOTSWITCH Aを押しながらTRIGGER MODEのトグルスイッチをLFO操作の場合は左に、ENVELOPE 
GENERATOR操作の場合は右に切り替えます。

MANUAL TRIGGER FOOTSWITCH MODES 

MANUAL トリガーモードではAとBのフットスイッチが新しいノートやコードのキャプチャをトリガーします。デフォルトではToggle操作に設定されています（オンにす
るには一度押し、オフにするにはもう一度押します）。またMOMENTARYまたはLATCHING操作に設定することもできます。

■ MOMENTARY 

MOMENTARY操作ではAとBのフットスイッチが押されたときに新しい音符のキャプチャをトリガーします。ノートはフットスイッチが押されている間は持続し続け、
フットスイッチが離されるとディケイします。ENV TIMEとENV SHAPEの組み合わせ具合で、フットスイッチがリリースされてからのディケイの長さが決まります。 
MOMENTARY操作に設定した時に、長いENV TIMEとノートをキャプチャするときにAまたはBフットスイッチの選択を変えることで、両方のチャンネルが互いの上でサ
スティンやディケイしたりしてとてもクリエイティブな結果が出たりします。

他のプリセット音色とは異なりSWELL AとSWELL BはMANUALトリガモードを使用しているときは常にMOMENTARY操作に設定されます。フットスイッチが押され
るとシグナルはシグナルパスの終わりに来るディレイに入ることが許されます。フットスイッチを離すとディレイにシグナルが送られなくなります。これはSWELLプリセッ
トでのとてもクリエイティブな使い方を可能にします。

この例の場合を考えてみましょう：DRYコントロールを50％にするとシグナルはそのまま通過します。フットスイッチAまたはBが押されたときにシグナルはディレイに入
るのでノートはミックスから飛び出し突然異なる空間を占めます。フットスイッチから離すとディレイ音はユーザーの演奏している音の上を自然にしだいに消えます。

■ LATCHING 

LATCHING操作ではAまたはBのフットスイッチを押すと音符またはコードがサンプリングされサスティンします。スイッチをもう一度押すと前の音符が消去され別の音符
またはコードがサンプルされます。フットスイッチをすばやくダブルタップしてノートをクリアします。

■ TOGGLE 

TOGGLE操作ではAまたはBフットスイッチを押すと音符またはコードがサンプリングされサスティンします。フットスイッチをもう一度押すと音符がクリアされます。
ENV SHAPEとENV TIMEコントロールはクリアされた音符がディケイするまでの時間を決定します。



CHANGING FOOTSWITCH MODES 

MOMENTARY/LATCHING/TOGGLE操作を切り替えるには、FOOTSWITCH Bを押し続けながらTRIGGER MODEスイッチを変更します。スイッチを左にフリップ
するとPOLYのTOGGLE操作（黄色のライト）、真ん中ではMONOの設定のLATCH操作（赤いライト）、右にフリップでMANUALのMOMENTARY操作（青いライ
ト）の設定にします。インジケータライトのアニメーションパターンは各モードが何をするのかを後に区別しやすく示すためのものです。

FOOTSWITCH Bを放して通常の操作を再開します。もしTRIGGER MODEスイッチを変更した場合、マニュアルフットスイッチのトリガーを再開するためには
MANUALに戻す必要があります。この設定はメモリに保存され電源を切っても残っています。

TONE / MASTER VOLUME 



Infinite JetsはDRIVEコントロールに加えてデジタル制御のアナログTONEとMASTER VOLUMEのセクションを備えています。

TONEはアウトプットで高周波ロールオフの量をコントロールします。TONEを調整するにはFOOTSWITCH Aを押しながらDRIVEコントロールを回します。ノブを時計
回りに回すとより高い周波数が通過し、時計回りいっぱいになると、（ギターのトーンノブのように）高い周波数のロールオフをなくします。TONE設定に加えられた変更
はプリセットを保存するときにストアされ、後で呼び出すことができます。DRIVEノブの現在の値は保持されユーザーがフットスイッチを離した後で再び動かすまで変化し
ません。

デフォルトでペダルは、アウトプットボリュームを比例的に減少させることによって、DRIVEコントロールによって導入されるゲインの量を自動的に補正します。さらにカ
スタマイズするためにマニュアルでアウトプットボリュームを設定することもできます。MASTER VOLUMEはFOOTSWITCH Aを押しながらDRYコントロールを回し
て調整することができます。

この自動ゲイン補正は無効にすることができるので、マスターボリュームは常にFOOTSWITCH AをホールドしDRYを変更することで設定されます。これを行うには前述
のように起動時にGAINモードを変更します。

STARTUP PARAMETERS 
■ GAIN MODE 
DRIVEコントロールで通常使用される自動ゲイン補正を無効にするには、ペダルを起動するときにBYPASS FOOTSWITCHを押し続けます。インジケーターが点滅しま
す。

フットスイッチを押しながら、TRIGGER MODEスイッチを使ってゲインモードを切り替えます。スイッチを左（MONO）にするとゲイン補正が無効になります。インジ
ケータが点灯すると、この変化を示す青緑色が表示されます。

スイッチを右（MANUAL）にすると、デフォルトゲイン補正が有効になります。インジケータランプが赤色に変わり、この変化を示します。

この設定はメモリにセーブされ電源を入れ直しても持続されます。

■ INDICATOR LIGHT BRIGHTNESS 
FOOTSWITCH Aを押しながらInfinite Jetsの電源を入れると、LEDインジケータライトの明るさを変えることができます。このモードでは4つのインジケータが白く点
灯します。 ENV SHAPEノブを使ってライトを希望の明るさに調整し、フットスイッチを離します。この設定はメモリにセーブされ電源を入れ直しても持続されます。



■ FULL FACTORY RESET 
セーブしたプリセットまたはオートメーションを消去しペダルをオリジナルの工場出荷時の設定に戻したい場合は2つのFOOTSWITCH A＆Bを押したままペダルの電源を
入れます。 Infinite Jetsは全てのカスタマイズを消去し元のプリセットコンテンツに戻ります。この処理には1分ほどかかることがあります。このプロセスが終了するま
で、電源を切断しないでください。

9 | RECORDING AND LOOPING KNOB MOVEMENTS ノブムーブメントのレコーディングと

ループ

DIMENSION 

DIMENSIONコントロールのムーブメントをレコーディングするには、BYPASS（中央）フットスイッチを押しながら DIMENSIONノブをひねります。 BYPASSフット
スイッチを離すとINFINTE JETSがプレイバックを開始し、このムーブメントをループします。レコーディング開始するとMODインジケータライトが赤く点灯します。レ
コーディングが終了すると、このライトが今レコーディングしたモーションを再現します。

ペダルは最大10秒間、またはBYPASSフットスイッチが離されるまでムーブメントをレコーディングします。レコーディングが10秒の限界に近づくとMODインジケータラ
イトが赤から青に変わります。ライトが完全に青色に変わって点滅するとレコーディングは自動的に停止し、レコーディングのプレイバックを開始します。

再生を停止し、DIMENSIONコントロールを通常の機能に戻すには再度ノブを動かすだけです。このテクニックはVOICEプリセット全てで同じように機能し自分の新しいエ
フェクトをクリエイトするために使用できます。

DRIVE 
DRIVEコントロールのムーブメントをレコーディングするには、BYPASS（中央）フットスイッチを押しながらDRIVEノブをひねります。BYPASSフットスイッチを離
すとINFINTE JETSがプレイバックを開始し、このムーブメントをループします。レコーディング時に上部中央のインジケータライトが赤色に変わります。レコーディングが
終了すると、このライトが今レコーディングしたモーションを再現します。

ペダルは最大10秒間、またはBYPASSフットスイッチが離されるまで動きをレコーディングします。記録が10秒の限界に近づくと、TOP CENTER インジケータライトが



赤から青に変わります。ライトが完全に青色に変わって点滅するとレコーディングは自動的に停止し、レコーディングの再生を開始します。

再生を停止し、DRIVE コントロールを通常の機能に戻すには再度ノブを動かすだけです。

10 | SAVING PRESETS プリセットのセーブ

好きな音が見つかったら、これらの設定をセーブして後で呼び出すことができます。 A＆Bフットスイッチを押して、VOICEノブをUSER AまたはUSER Bのいずれかに回
し、もう一度A＆Bフットスイッチを押しプリセットを保存します。ペダルの現在のパラメーター（デジタルとアナログの両方）はその後の使用のためにセーブされます。

A & Bのスイッチを2秒押します。セーブする準備ができたらインジケーターライツがターコイズブルーに変わります。



VOICEコントロールをUSER AまたはUSER Bにフリップして保存場所を選択します。



セーブするには再びA&Bのスイッチを2秒間押したままにします。もしくはBYPASSをタップしてキャンセルします。インジケータランプはセーブが完了すると緑色になり
ます。

11 | WARRANTY 保証

ホログラムエレクトロニクスは、オリジナルの小売購入日から1年間、お客様の製品に材料および製造上 の物理的欠陥がないことを保証します。本保証の対象となる欠陥を
発見した場合、当社は修理または交 換を行います。 
保証対象外: 
この保証は、本装置の正しい使用に起因する製造上の欠陥に適用されます。材料や製造上の欠陥に限定 されます。許可されていない改造、乱用、落雷、または電源サージに
よる損傷は対象としません。グラ フィックス、ノブ、またはエンクロージャーの通常の消耗は保証対象外です。 
修理を依頼するには、repairs@hologramelectronics.com　（英語）、もしくは tada@boutiquepedalnyc.com （日本語） にeメールを送ってください。
 
FCC COMPLIANCE 
注:この機器はテスト済みで、FCC規則のトップ15に準拠したクラスBデジタル機器の制限に準拠して います。これらの制限は、居住用の設置で有害な干渉から適切な保護を
提供するように設計されていま す。この装置は、無線周波エネルギーを生成、使用、放射する可能性があり、指示に従って設置および使 用されないと、無線通信に有害な干
渉を引き起こす可能性があります。設置環境で干渉が発生しないと いう保証はありません。この機器がラジオやテレビの受信に有害な干渉を引き起こした場合(機器の電 源
を入れ直して判断できます)、次のいずれかの方法で干渉を是正するようにしてください。 
- 受信アンテナの向きや位置を変えてください。
- 機器と受信機の間隔を広げます。
- 受信機が接続されている回路とは別の回路のコンセントに装置を接続します。 - ディーラーまたは経験豊富なラジオ/テレビ技術者に助けを求める。 
変更または改変は、FCC規則に基づいて機器を操作する権限を無効にする可能性があります。 

Japanese Manual by Tadayuki Hirano(BOUTIQUE PEDAL NYC/TOKIO NY) 
日本語マニュアル作成:ヒラノ タダユキ(BOUTIQUE PEDAL NYC/TOKIO NY) 


















